
【生まれ】1973年3月

【学　歴】私立親和中学・女子高校
 （中学受験して神戸の中高一貫の女子校へ）
 国立奈良教育大学・大学院
 （国立大学の水泳部で青春。大学院は政治学ゼミ）

【職　歴】アナウンサー（フリーアナウンサー → 地元ケーブル
テレビアナウンサー）

 第12代兵庫県広報専門員
 （県広報ＴＶ番組など企画から出演まで）
 伊丹市議会議員（3期）第61代議長
 兵庫県議会議員（1期）

【役　職】 出産議員ネットワーク 関西ブロック代表
 ローカル・マニフェスト推進連盟 前共同代表
 （全国約800名が加盟　早稲田大学マニフェスト

研究所と連携）

【受賞歴】 第11回全国マニフェスト大賞　優秀賞（個人）
 第16回全国マニフェスト大賞　グランプリ（団体）

【資　格】 教員免許（小学校・中学校社会・高校地理歴史）

【家　族】 夫・長女（高2）・次女（中1）

【その他】 健康状態良好（中学・高校と皆勤）
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とどける！ かなえる！
あなたの声を！

2023年3月24日（金） 18：30～19：30

合同演説会
相崎が仲間の議員とともに、強い想いと進める政策を
アツく語ります。ぜひ足をお運びいただき、私たちの
魂の訴えをお聞きください。心よりお待ちしています！

日 時

東リいたみホール 6階 中ホール

桜井シュウ（衆議院議員）
あいざき佐和子（前兵庫県議）
保田けんじ（伊丹市議）
やまぞの有理（伊丹市議）
おおつる求（伊丹市議）
岸田まさと（伊丹市議）
高橋あこ（伊丹市議）

場 所

参加メンバー（予定）

あいざき佐和子（相崎さわこ）
〒664-0858　伊丹市西台5-1-11
(072）768-9260　　　(072)768-9261
sawako.aizaki@gmail.com

連
絡
先

相崎さわこ佐和子
あいざき

予約不要

マニフェスト大賞

受
賞

第61代 伊丹市議会

議
長



～こんな声をいただきました～
“あなたの声を とどける！かなえる！”がモットーの私。
様々な場所や機会を通して、お声をお聞きすることに取り組んでいます。
ご好評いただいた前号に続いて、～こんな声をいただきました～第2弾です。

市バスのダイヤを見直してほしい（40代男性）

駅で街頭活動中にいただいたお声です。仕事でよく使
う伊丹空港への行き帰りは伊丹市交通（市バス）を利用
されているそう。コロナ禍での減便もあり、朝早いフライト
に間に合わなかったり航空機離発着のラッシュ時に便数
が少なかったりと不便が生じているそうです。市バスのご
利用に感謝をするとともに、ご不便をおかけしていることに
お詫び申し上げます。まず、いただいたご意見は市バス
にしっかり伝えました。

市バスは、コロナ禍での乗客減少（コロナ前の７～８割）
に加えて原油価格高騰で、経営が厳しい状況ですが、減
便の解消をふくめて抜本的なダイヤ改正を検討して、いっ
そう便利で愛される市バスになるよう、声を
上げていまいります。
市バスさん、踏ん張ってくれています。

応援していますのでよろしくお願いいたし
ます！

児童福祉司のお給料を上げてほしい（20代女性）

20代の大学生（女性）とお母様に、駅でいただいたお
声です。女性は、児童相談所（18歳未満の子どもに関
する相談所。虐待を受けた子どもの受け入れなどを担う）
で働きたいとのこと。中学生の時に児童虐待のニュース
を見て、将来はそんな子を助ける仕事をしたいと思ったの
だそう。優しい彼女を応援したいと心から思いました。た
だ、同行していたお母様は「お給料が安いのが心配」と。
ごもっともな心配です。
兵庫県において、児童虐待の相談件数は増加してい

るのに、対応する児童福祉司の人数は横ばい。つまり児
童福祉司が不足しており、給料アップと処遇改善が喫緊
の課題です。給料額は国の省令で決まるのでここに働
きかけるともに、処遇改善を兵庫県で力強く進めてまい
ります。
こどもが心身ともに健やかに成長できるよ

うに、保護者が安心して子育てできるように、
そして児童福祉に従事する方々が十二分に
力を発揮いただけるように、力を尽くします。

養老院（老人ホーム）を増やしてほしい（70代男性）

駅で話しかけてくださった男性。「養老院を増やしてほ
しい。一番の課題だ！」とのこと。養老院は老人ホーム
の旧称。ご高齢の方が不安をいだかれているのが本当
に申し訳ないです。
高齢者の施設について「入居を申し込んでいるが待

機状態」と、いわゆる“待機高齢者”のご相談を本当に
多くいただきます。まず大きな課題は、高齢者施設の不
足です。家庭や地域で高齢者が過ごせるよう整備を進
めるのはもちろんですが、いかんせん施設の絶対数が足

りていません。根本的に施設を増やします。もう１つの
大きな課題は、介護従事者の不足です。施設があって
も従事してくださる方がいなければ成り立ちません。介
護や看護に従事くださるかたの給料アップと処遇改善を
進めます。
困ったり不安を抱いたりされている高齢

者、しんどい状況を抱えるご家族が大勢
いらっしゃいます。早急に課題解決を進め
てまいります。

第2弾



保育士、ギリギリでがんばっています（50代女性）

昨年、静岡県の私立保育園で園児への虐待が発覚し、
大きな問題になりました。背筋が凍る虐待内容に、二度
とこんなことをおこさせないと固く決意した次第です。
ではどうしたらよいのか。保育士の友人にヒアリングをした

ところ「虐待は言語道断だが、現場では保育士もギリギリで
頑張っている」とのこと。「子どもが好きなので基本的には楽
しく一生懸命やっているが、特別に支援を必要とする子も増
える中、保育士は心身ともに余裕のない状態」だそうです。

熱い気持ちで尽力くださっている保育士さんたちがヘト
ヘトなのはとても申し訳ないです。まずは虐待防止が必
須ですが、根本的に保育士の労働環境の改善が必要だ
と、友人保育士の言葉で改めて認識した
次第です。
国に強く求めるとともに、兵庫県で特別

支援の加配補助を充実させるなど、できる
ことをどんどん進めていきます。

マイナンバーカードのポイントをもらうには？（60代女性）

私のモットーは「あなたの声を、とどける！かなえる！」
まずは声をお聞きするのが第一だと、「お困り事はない
ですか？」と伺って回っています。
昨年後半、一番多くいただいた“お困り事”はマイナン

バーカードについてでした。マイナンバーカードは慎重な
本人確認を要するため手続きが煩雑であること、マイナポ
イントも申請がデジタルでややこしいため、リアルな“お困
り事”になっている方が少なくないようです。疑問点があ

れば、まずは市役所の窓口に問い合わせてみてください。
とても親切に教えてくれます（市役所職員さん、ありがとう
ございます）。
私に問い合わせくださっても結構です。

マイナポイントのデジタル申請など分かりに
くいですものね。
お困り事、どうぞお気軽にご相談くださ

いませ。皆様のお役に立ちたいです。

子ども向けの防犯教室、やりますよ！（30代男性）

私のチラシをご覧くださった方が「空手をベースにした
防犯教室、やりますよ！」と連絡をくださいました。ご勤
務の会社が社会貢献の一環で子ども向けの防犯教室を
しているそう。神戸市などの学校園で長年開催しており、
実際に子どもの犯罪被害者の件数は減少しているのだ
とか。
チラシをご覧になって連絡をくださったのが嬉しいし、

子どもを犯罪から守る取り組みを提案してくださりありが

たかったです。
さっそく伊丹市でも導入できないか検討しています。ＰＴ

Ａや地域団体も様々な事業を実施しており、そちらでも進
めていきたいです。
ご興味のある方はご連絡ください。この

ようにご提案をいただくのは大変嬉しくあり
がたいです。どんどんお知らせください。

ことば蔵（市立図書館）、期待しています！（40代男性）

駅で街頭活動中に声をかけてくださった男性。数年前
に伊丹市に越してこられたのですが、伊丹市を選んだ理
由の１つが“よい図書館があるから”なんだそう。なんと
も嬉しいことです。
実際に足しげく“ことば蔵”に通われているそうで、「新

しい本が少なく感じる。もっと新書を多く入れてほしい」な
どの課題も教えていただきました。しかと承りました。
私は図書館が大好きなんです。小学生の時は1人で

本を借りに行き、中高大の時は勉強しに行き、子どもがで
きたらよく連れていったものです。
伊丹の“ことば蔵”はそれに加えて、住民が自らイベン

トを企画実施したりする“みんなでつくる図
書館”です。
皆さんもぜひ、伊丹市立図書館“ことば

蔵”をお楽しみください！



活動ニュース

もっと情報をお届けしたい、もっとお声をお聞きしたい。その思いから、様々な方法で情報を発信しています。
皆様に情報が届き、お声を聴かせていただくことができれば嬉しい限りです。

情報どんどん発信中！

バックナンバーは
左記ＨＰに。

郵送希望はご連絡を

メールマガジン
相崎佐和子レター
親しい方に手紙をお送りす
る気持ちで書いています。

登録方法

左記の連絡先までメール
アドレスをお教えくださ
い。メルマガ登録します。

こ
れ
ま
で
の
活
動

兵庫県広報専門員として
県内を取材
（写真は佐用町）

「出産議員ネットワーク」で
関西ブロック代表、
全国の仲間の議員と活動も

市議会議員･
県議会議員を 15年

市議会では議長も

地域活動も精力的に
全国マニフェスト
大賞受賞

10年以上続けている
「サワコの茶話会」

LINE@ ホームページ Facebook Twitter Instagram YouTube


